
              

 

    

       

            

『は・た・ら・く （働く）（傍楽）』 

副校長 足立 真弓 

九州の方では記録的な豪雨が続いています。ここ数年の気象状況をみていると、日本の特徴である

四季や梅雨などといった情緒豊かな自然の移り変わりがなくなるのでは、と少々心配になります。 

 さて、あっという間に７月になり、学校生活の３分の１が終わろうとしています。５月から

始まった１年生の職場見学、２、３年生の職場体験実習も今週の２年生の実習で、前期の予

定を終えたことになります。少し寂しかった学校にも生徒の笑顔と声が響き、やはり学校

には子どもの姿がよく似合います。 

 見学や実習後には、自分の振り返りやお礼状を書く時間があり、どの生徒も真剣に取り組んでい

ました。1 年生の感想には、丁寧な仕事ぶりや細やかな気遣い、働くことの大変さ、自分の仕事に誇り

をもて働く先輩の姿に対する敬意などが書かれていました。実習に行った２、３年生の振り返りでは、「体

調を崩してしまったので、もっと体力をつけて臨みたい」「職場の人とのコミュニケーションが上手く取

れなかったので、自分から積極的に話しかける」など、自分の課題を明確にし、もう次の実習に向けて

の目標を立てていました。生徒たちは皆、見たり体験したりする中で、自分の将来をいかに生きるのか、

今の自分にはどんな力を身につけるとよいのか、を考えていることにただただ感心しました。『聞いたこ

とは忘れ、見たことは覚え、体験したことは身につく』という言葉を教えていただいたことがあります。 

 働くことに限らず、何かをするときには、ただ漠然と時間を過ごすのではなく、目標を立てることで、

達成する喜びが得られます。ご褒美ではないけれども、一生懸命のあとに得られる楽しみがあります。

そのことを、生徒たちは見学や実習で学んでいるのだと感じました。社会に出ると、実際には“はたら

く＝よりよく生きる”ことの難しさや思い通りにいかないことに直面し、心が折れそうになることも経

験します。ですが、この３年間に積み重ねたこと、身につけた力に自信をもってほしいと強く思いまし

た。 

 

折しも今日 7 日は七夕です。七夕の話も、生き方（働くことの大切さ）を示唆

しているのだと思います。一般的に知られている話は、仕事もせずに遊んでばかり

いる織姫と彦星に神様がお怒りになり、1 年に 1 度（7 月 7 日）だけ、二人が会

うことを許したというものです。もともと二人は働き者でしたが“楽しい”ことへ

の誘惑から、本来すべきことがおろそかになってしまったことを神様が戒めたので

す。ちょっと読み方を変えれば、「一生懸命に働けば、そのあとにはよいこと（嬉

しいこと、楽しいこと）が待っているよ」「辛くても諦めずに続けていれば、その先によいことが待って

いるよ」ということも、この話には含まれていると思いました。 
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夏季休業中の学校は 
８月１０日（月）～８月１４日（金）及び土、日を除いて ８：３０～１７：００ まで開いております。 
ご相談や転出手続きなど ありましたら、この時間帯にご来校ください。 

 また、万が一、事故や事件など不測の事態が生じた場合は、必ず、学校にお知らせください。 
 ＊今年度より、閉庁日を設けます。閉庁日となる 8／10～8／14 の期間は、学校業務は行っておりませんので、

ご承知ください。 



 

 

 

 

○１年生 

学校見学会で来校した中学校の先生や中学 3 年生、保護者の方々に校歌の合唱を披露しました。回を

重ねるごとに歌声が一つになり、歌う姿勢やあいさつの態度も堂々としていました。１年前に見学に来

た時のことを思い出した生徒もたくさんいたことでしょう。 

さて、生徒たちにとっては待ちに待った夏休みがやってきます。家庭で生活する

時間が長くなるこの期間、将来の自立に向け生活力の向上を意識して過ごしてほし

いと思います。お手伝いを通して、できる家事を増やしたり、公共の交通機関や施

設の利用方法等を実際に体験しながら学んだりするのも良いと思います。何より健

康・安全に留意し有意義に過ごしてほしいと思います。 

 

○２年生 

 今、行われている中学校の生徒・保護者等を対象にした「本校の学校見学会」に、2 年生が生徒体験

談の発表をしています。見学会は年間 14回あり、毎回 2 名の生徒が発表をしています。 

 前期現場実習を行っています。もう少しで期間が終わりますが、それぞれ貴重な体験をしています。2

週間の後期現場実習にむけて活かしていきましょう。 

 修学旅行がおわり、生活社会では、事後学習を、情報文化では 9 月からスライドショーを、学年では

文集を作成しています。それぞれ完成が楽しみです。 

 

○３年生 

 ５月１８日からの現場実習期間が終了しました。実習期間は生徒によって異なり、２週間から４週間

でした。初めての４週間実習を体験した生徒からは「あっというまでした‥」と

いう感想が多くありました。   

実習から戻ってきた生徒はまた一つたくましくなっているように感じます。前

回の実習での課題や反省点をしっかり覚えていて、それを意識しながら今回の実

習に取り組んでいた様子が、実習日誌や振り返りシート等からも感じ取られます。

「言われてやる」が「自分からやる」に変わってきたたくましさだと思います。 

 

○ 保健室から 

湿度や気温が高く、熱中症に注意しなければならない季節となりました。１日３食しっかり食べ、適

度な水分・塩分の補給を欠かさないようにしましょう。 

７月後半からは、いよいよ、待ちに待った夏休みですね。夏休みに生活習慣が乱れると、休み明けが

辛くなってしまいます。早寝、早起き、朝ご飯、適度な運動を忘れずに、ルールを守って、思い切り夏

を楽しみましょう。 

 

○「横浜市立二つ橋高等特別支援学校Webサイト」                   

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/futatsubashikoto/  

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/futatsubashikoto/

